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【テストに関する文献一覧】(並びは年代順)  ver.5(戦後出版の単行本のみ掲載)2013.1 
1. テストに関する総論書・解説書 
清水義弘1957:『試験』岩波新書 
H,B.ライマン1967:『テストの結果と解釈』日本文化科学社. 
D.アドキンズ1970『試験問題の作り方』日本文化科学社. 
井上健治編1970:『テストの話』中公新書. 
池田央1978:『テストで能力がわかるか』日経新書. 
池田央1980:『新しいテスト問題作成法』第一法規. 
池田央1992/2007:『テストの科学—試験にかかわるすべての人に』日本文化科学社/教育測定研究所 
大野木裕明1994:『テストの心理学』ナカニシヤ出版 
ケネス・ハウ1997=2004:「テスト」『教育の平等と正義』東信堂. 
ニコラス・レマン2001:『ビッグ・テスト』早川書房. 
日本テスト学会2007:『テスト・スタンダード—日本のテストの将来に向けて』金子書房. 
S. M. Dowing, T. M. Haladyna2008:『テスト作成ハンドブック—発達した最新技術と考え方による公平妥当なテ
スト作成・実施・利用のすべて』教育測定研究所. 

植野真臣・永岡慶三編	
 2009:『eテスティング』培風館. 
日本テスト学会2010:『見直そう、テストを支える基本の技術と教育』金子書房. 
 
2. テストの心理学的研究 
2-1. 知能/心理テスト関係 
L.J.カミン1974=1997:『IQの科学と政治』黎明書房. 
松田薫1991:『「血液型と性格」の社会史̶血液型人類学の起源と展開』河出書房新社 
詫摩武俊・佐藤達哉編1994:『現代のエスプリ 血液型と性格—その史的展開と現在の問題点』至文堂. 
P.D.チップマン1995:『知能検査の開発と選別システムの功罪—応用心理学と学校教育』晃洋書房. 
佐藤達哉1997:『知能指数』講談社 
松原達哉編2002:『心理テスト法入門̶̶基礎知識と技法習得のために 第4版』日本文化科学社. 
重田園江2003:『フーコーの穴：統計学と統治の現在』木鐸社 
イアン･ディアリ2004:『知能』岩波書店. 
J.M.ウッド･M.T.ネゾースキ･S.O.リリエンフェルド･H.N.ガーブ2006:『ロールシャッハテストはまちがっている	
 
̶科学からの意義̶』北大路書房 

S.O.リリエンフェルド･S.J.リン･J.M.ロー2007:『臨床心理学における科学と疑似科学』北大路書房 
村上宣寛2008:『心理テストはウソでした』講談社. 
S.J.グールド2008:『人間の測り間違い—差別の科学史 上・下』河出文庫. 
T.P. ホーガン2010:『心理テスト—理論と実践の架け橋』培風館. 
江口潔2010:『教育測定の社会史	
 ̶田中寛一を中心に̶』田研出版. 
 
2-2. 尺度構成法(心理テスト作成方法) 
田中良久1973:『心理学研究法 16 尺度構成』東京大学出版会. 
続有恒・村上英治1975:『心理学研究法 9 質問紙調査』東京大学出版会. 
末永俊郎編1987:『社会心理学研究入門』東京大学出版会. 
鎌原雅彦・宮下一博・大野木裕明・中澤潤1998:『心理学マニュアル 質問紙法』北大路書房. 
P.M. フェイヤーズ・D. マッキン2005:『QOL評価学—測定・解析・解釈のすべて』中山書店. 
村上宣寛2006:『心理尺度のつくり方』北大路書房. 
小塩真司・西口利文2007:『心理学基礎演習Vol.2 質問紙調査の手順』ナカニシヤ出版. 
 
2-3. 人事試験関係 
二村英幸1992:『人事のテストロジー	
 ̶適性テストの理論と実際̶』朝日出版社 
二村英幸1998:『人事アセスメントの科学』産能大学出版部 
大沢武志・芝祐順・二村英幸編2000:『人事アセスメントハンドブック』金子書房 
二村英幸2001:『人事アセスメント入門』日本経済新聞社 
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二村英幸2005:『人事アセスメント論	
 ̶個と組織を生かす心理学の知恵̶』ミネルヴァ書房 
二村英幸・国本浩市2002:『採用選考ハンドブック』人事測定研究所 
伊東朋子2008:『科学的手法で絶対に成功する採用面接』幻冬舎 
 
3. テストの社会学的研究 
3-1. 学歴社会論 
M.ヤング1965:『メリトクラシーの法則』至誠堂新書. 
R.P.ドーア1978:『学歴社会—新しい文明病』岩波現代選書. 
M.ヤング1982:『メリトクラシー』至誠堂選書. 
竹内洋1988:『選抜社会	
 試験・昇進をめぐる<加熱>と<冷却>』リクルート出版 
矢野眞和1991:『試験の時代の終焉̶選抜社会から育成社会へ』有信堂 
苅谷剛彦1991:『学校・職業・選抜の社会学—高卒就職の日本的メカニズム』東京大学出版会. 
寺﨑昌男編1994:『日本の教育課題6 選抜と競争』東京法令出版. 
苅谷剛彦1995:『大衆教育社会のゆくえ』中公新書. 
竹内洋1995:『日本のメリトクラシー̶構造と心性』東京大学出版会. 
黒崎勲1995:『現代日本の教育と能力主義—共通教育から新しい多様化へ』岩波書店. 
天野郁夫2005:『学歴の社会史	
 教育と日本の近代』平凡社 
本田由紀・平沢和司2007:『リーディングス日本の教育と社会	
 第2巻学歴社会・受験競争』日本図書センター 
苅谷剛彦2009:『教育と平等—大衆教育社会はいかに生成したか』中公新書. 
吉川徹2009:『学歴分断社会』ちくま新書. 
小針誠2009:『<お受験>の社会史—都市中間層と私立小学校』世織書房. 
中村高康2011:『大衆化とメリトクラシー—教育選抜をめぐる試験と推薦のパラドクス』東京大学出版会. 
望月由起2011:『現代日本の私立小学校受験—ペアレントクラシーに基づく教育選抜の現状』学術出版会. 
 
3-2. テストの歴史社会学関係 
天野郁夫1983:『試験の社会史』東京大学出版会 
竹内洋1991:『立志・苦学・出世̶受験生の社会史』講談社 
竹内洋1999:『学歴貴族の栄光と挫折』中央公論新社 
斉藤利彦1995:『試験と競争の学校史』平凡社 
斉藤利彦2000:『競争と管理の学校史	
 ̶明治後期中学校教育の展開̶』東京大学出版会 
竹内洋2005:『立身出世主義[増補版]̶近代日本のロマンと欲望』世界思想社 
天野郁夫2006:『教育と選抜の社会史』ちくま学芸文庫 
天野郁夫2007:『増補	
 試験の社会史』平凡社 
菅原亮芳・小熊伸一・船寄俊雄・寺﨑昌男・浅沼薫奈・三上敦史・榑松かほる・野坂尊子・下山寿子2008:『受検・
進学・学校̶近代日本教育雑誌にみる情報の研究』学文社 

 
3-3. 進路指導・学生獲得戦略関係 
山村健・天野郁夫1980:『青年期の進路選択—高学歴時代の自立の条件』有斐閣選書. 
F.コトラー・K.F.A.フォックス1985=1989:『学校のマーケティング戦略』蒼林社. 
R.マストン 1985=1991:『個性的な大学になる学生獲得戦略—エンロール・マネイジメントのすすめ』C.S.L.学習
評価研究所. 

山田達雄1993:『大学の学生獲得戦略』学校法人経理研究会. 
樋田大二郎・耳塚寛明・岩木秀夫・苅谷剛彦2000:『高校生文化と進路形成の変容』学事出版. 
片瀬一男2005:『夢の彼方—高校生の教育・職業アスピレーションの変容』東北大学出版会. 
望月由起2007:『進路形成に対する「在り方生き方指導」の功罪	
 ̶高校進路指導の社会学̶』東信堂. 
吉田辰雄・篠翰2007:『進路指導・キャリア教育の理論と実践』日本文化科学社. 
山田礼子2008:『アメリカの学生獲得戦略』玉川大学出版部. 
小林雅之2008:『進学格差—深刻化する教育費負担』ちくま新書 
荒川葉2009:『「夢追い」型進路形成の功罪	
 ̶高校改革の社会学̶』東信堂 
小林雅之2009:『大学進学の機会—均等化政策の検証』東京大学出版会. 
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中村高康編2011:『進路選択の過程と構造—高校入学から卒業までの量的・質的アプローチ』ミネルヴァ書房 
 
4. テストの制度論的研究 
4-1. 大学入試関係 
石川脩平・小保内虎夫1956:『大学入試方法の検討』中山書店. 
増田幸一・徳山正人・斎藤寛治郎1961:『入学試験制度史研究』東洋館出版. 
田畑茂二郎他編1971:『大学問題総資料集 IV 入試制度および教育・研究』有信堂. 
日本教育心理学会編1973:『大学入試を考える』金子書房. 
清水義弘1978:『清水義弘著作選集第3巻	
 入学試験—選抜から教育へ』第一法規. 
黒羽亮一1978:『入学試験』日経新書 
総合労働研究所編1978:『季刊教育法 1978年春季号 特集 大学共通一次入試の検討』総合労働研究所. 
本多二郎1980:『共通一次試験を追って』評論社. 
日本教育学会入試制度研究委員会編1983:『大学入試制度の教育学的研究』東京大学出版会. 
佐々木享1984:『大学入試制度』大月書店 
中島直忠編1986:『世界の大学入試』時事通信社. 
臨時教育審議会1987:『秋期入学に関する研究—委嘱研究調査』第一法規. 
芝祐順・渡部洋1988:『入試データの解析』新曜社. 
高等教育研究会編1994:『多様化する大学入試』つむぎ出版. 
全国到達度評価研究会編1996:『子どものための入試改革—選抜から資格へ』京都法政出版. 
吉田辰雄編1998:『どうする入試改革 21世紀に向けた入試改革の動向』文化書房博文社. 
柳井晴夫・前川眞一1999:『大学入試データの解析—理論と応用』現代数学社. 
中村高康1999:「受験体制としての『調査書重視』」『シリーズ 子どもと教育の社会学2 <子ども問題>から見た学
校社会』教育出版. 

小野博2000:『大学「AO入試」とは何だ』毎日新聞社 
藤井光昭・柳井晴夫・荒井克弘2002:『大学入試における総合試験の国際比較	
 ̶我が国の入試改善に向けて̶』多
賀出版 

荒井克弘・橋本昭彦2005:『高校と大学の接続	
 入試選抜から教育接続へ』玉川大学出版部 
中井浩一2006:『脱マニュアル小論文—作文と論文をつなぐ指導法』大修館書店. 
大塚豊2007:『中国大学入試研究̶変貌する国家の人材選抜』東信堂 
中澤渉2007:『入試改革の社会学』東洋館出版社 
中井浩一2007:『大学入試の戦後史	
 受験地獄から全入時代へ』中公新書 
中井仁・伊藤卓編2008:『検証「共通1次・センター試験」』大学教育出版 
南部広孝2009:『中国高等教育独学試験制度の展開』東信堂 
中村高康2010:『リーディングス日本の高等教育̶１	
 大学への進学	
 選抜と接続』玉川大学出版部 
谷口典雄・山口和孝2011:『センター試験 その学力に未来はあるか』群青社. 
佐々木隆生2012:『大学入試の終焉—高大接続テストによる再生』北海道大学出版会. 
島田康行2012:『「書ける」大学生に育てる—AO入試現場からの提言』大修館書店. 
 
4-2. 学力調査関係 
白石一誠1952:『学力検査の研究—その構造と分析方法を中心として』原書房. 
明治図書編1964:『現代教育科学 No.73 特集 文部省学力調査報告書の分析・批判』明治図書. 
青木宗也・伊ヶ崎暁生・尾山宏・兼子仁・高橋清一・槇枝元文1977:『資料 日本の教育と学テ裁判 第1巻 弁論・
判決編』労働旬報社. 

青木宗也・伊ヶ崎暁生・尾山宏・兼子仁・高橋清一・槇枝元文 1977:『資料 日本の教育と学テ裁判 第 2巻 現場
教師証言編』労働旬報社. 

青木宗也・伊ヶ崎暁生・尾山宏・兼子仁・高橋清一・槇枝元文1977:『資料 日本の教育と学テ裁判 第3巻 証言・
政策・闘争編』労働旬報社. 

山森光陽・荘島宏二郎編2006:『学力いま、そしてこれから』ミネルヴァ書房. 
地域民主教育全国交流研究会編2007:『現代と教育 vol.74 特集 学力テスト「新時代」』桐書房. 
国民教育文化総合研究所編2007:『季刊FORUM 48 教育と文化 特集「学力調査」--子どもたちに何をもたらす？』
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教育総研. 
エイデル研究所編2007:『季刊 教育法 155 特集 全国学力テストを検証する』エイデル研究所. 
教育開発研究所編2007:『教職研修 3月号増刊「学力調査」対応法・活用法—学力向上に生かす具体策と実践』教
育開発研究所. 

時事通信社編2007:『教員養成セミナー Vol.29 No.8特集 全国学力調査が始まる』時事通信社. 
日本教育評価研究会2007:『指導と評価 vol.53 特集 全国学力調査のあり方』日本図書文化協会. 
教育科学研究会編2008:『教育 No.745 特集 再検証・全国学力テスト』国土社. 
数学教育協議会編2008:『数学教室 No.675l. 特集 「全国学力テスト」をめぐって』国土社. 
田中耕治 2008:『新しい学力テストを読み解く	
 PISA/TIMSS/全国学力・学習状況調査/教育課程実施状況調査の
分析とその課題』日本標準 

日本教育政策学会編2008:『新学力テスト体制と教育政策』八月書房. 
尾木直樹2009:『「全国学力テスト」はなぜダメなのか—本当の「学力」を獲得するために』岩波書店. 
志水宏吉2009:『全国学力テスト—その功罪を問う』岩波ブックレット. 
北野秋男2011:『日米のテスト戦略—ハイステイクス・テスト導入の経緯と実態』風間書房. 
 
4-3. その他のテスト史研究 
村上哲見1980:『科挙の話—試験制度と文人官僚』講談社現代新書. 
宮崎市定1984:『科挙—中国の試験地獄』中公文庫. 
橋本昭彦1993:『江戸幕府試験制度史の研究』風間書房. 
平田茂樹1997:『世界史リブレット9 科挙と官僚制』山川出版社. 
寺﨑昌男編1997:『「文検」の研究̶文部省教員検定試験と戦前教育学』学文社. 
辻本雅史1999:『「学び」の復権̶模倣と習熟』角川書店. 
沖田行司2000:『日本を知る	
 日本人をつくった教育	
 寺子屋・私塾・藩校』大朽社. 
寺﨑昌男編2003:『「文検」試験問題の研究̶戦前中等教員に期待された専門・教職教養と学習』学文社. 
井上えり子2009:『「文検」家事科の研究—文部省教員検定試験家事科合格者のライフヒストリー』学文社. 
 
5. テスト理論の研究書 
5-1. 総説(古典的テスト理論を含む) 
肥田野直編1972:『心理学研究法 7 テスト I』東京大学出版会. 
池田央1973:『心理学研究法 8 テスト II』東京大学出版会. 
印藤太郎編1977:『心理測定・学習理論』森北出版株式会社. 
池田央1982:『教育学大全集25	
 テストと測定』第一法規. 
R.L.リン1992:『教育測定学 原著第3版 上・下』C.S.L. 
E.G.カーマイン・R.A.ツェラー1983:『テストの信頼性と妥当性』朝倉書店 
池田央編1993:『心理測定法』放送大学教材. 
池田央	
 1994:『現代テスト理論』朝倉書店. 
繁桝算男編1998:『心理測定法』放送大学教材. 
田崎勝也2008:『社会科学のための文化比較の方法—等価性とDIF分析』ナカニシヤ出版. 
植野正臣・荘島宏二郎2010:『シリーズ 行動計量の科学 4 学習評価の新潮流』朝倉書店. 
 
5-2. 項目反応理論 
印東太郎・鮫島史子1962:『LIS推理因子測定法』日本文化科学社. 
芝祐順編1991:『項目反応理論—基礎と応用』東京大学出版会. 
大友賢二1996:『項目応答理論入門—言語テスト・データの新しい分析法』大修館書店. 
渡辺直登・野口裕之1999:『組織心理測定論	
 ̶項目反応理論のフロンティア̶』白桃書房 
豊田秀樹2002:『項目反応理論—【入門編】テストの測定の科学』朝倉書店.  
豊田秀樹編著2002:『項目反応理論—【理論編】テストの数理』朝倉書店.  
高橋正視2002:『項目反応理論入門—新しい絶対評価』イデア出版局. 
豊田秀樹編著2005:『項目反応理論—【事例編】新しい心理テストの構成法』朝倉書店.  
静哲人2007:『基礎から深く理解するラッシュモデリング—項目応答理論とは似て非なる測定のパラダイム』関西
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大学出版部. 
張一平2007:『確信度テスト法と項目反応理論—新たなモデルと実践的応用』東京大学出版会. 
村木英治2011:『シリーズ 行動計量の科学 8 項目反応理論』朝倉書店. 
井澤廣行・平越裕之2011:『項目応答分析Rashモデル精察』現代図書. 
 
5-3. 言語テスト関係 
石田敏子1992:『入門日本語テスト法』大修館書店. 
若林俊輔・根岸雅史1993:『無責任なテストが『落ちこぼれ』を作る—正しい問題作成への英語授業学的アプロー
チ』大修館書店. 

J.D.ブラウン1999:『言語テストの基礎知識—正しい問題作成・評価のために』大修館書店. 
中村洋一2002:『テストで言語能力は測れるか—言語テストデータ分析入門』桐原書店. 
静哲人2002：『英語テスト作成の達人マニュアル』大修館書店. 
アーサー・ヒューズ2003:『英語のテストはこう作る』研究社. 
前田啓朗・山森光陽編 2004:『英語教師のための教育データ分析入門—授業が変わる テスト・評価・研究』大修
館書店. 

ティム・マクナマラ2004:『言語テスティング概論』スリーエーネットワーク. 
尾崎茂2008:『言語テスト入門—テスト作成の基本理念と研究法』大学教育出版. 
石川祥一・斉田智里・西田正編 2011:『英語教育体系 13 テスティングと評価—4技能の測定から大学入試まで』
大修館書店. 

 
5-4. テストの作題研究 
石原千秋2000:『教養としての大学受験国語』ちくま新書. 
石原千秋2002:『大学受験のための小説講義』ちくま新書. 
安田亨2003:『入試数学	
 伝説の良問100』講談社 
上野健爾・岡部恒治2005:『こんな入試になぜできない	
 大学入試「数学」の虚像と実像』日本評論社 
石原千秋2007:『秘伝 大学受験の国語力』新潮選書. 
武藤康史2007:『旧制中学入試問題集』ちくま文庫. 
石川巧2008:『「国語」入試の近現代史』講談社選書メチエ. 
竹内康浩2008:『東大入試 至高の国語「第2問」』朝日新聞出版. 
石川巧2010:『「いい文章」ってなんだ？--入試作文・小論文の歴史』ちくま新書. 
江利川春雄2011:『受験英語と日本人—入試問題と参考書から見る英語学習史』研究社. 
 
5-5. その他 
佐藤隆博1980:『授業設計と評価のデータ処理技法—ISM教材構造化法とS-P表の活用法』明治図書. 
佐藤隆博1987:『ISM構造学習法』明治図書. 
佐藤隆博1989:『教育情報工学入門』コロナ社. 
竹谷誠1991:『新・テスト理論—教育情報の構造分析法』早稲田大学出版部. 
藤田恵璽1995:『藤田恵璽著作集2 教育測定と実践研究』金子書房. 
佐藤隆博1997:『学力テストの得点の取扱い方—テスト得点の処理・解釈および信頼性の改善』明治図書. 


